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第 1章 緒論 
第 2章  UAV を活用したチカラシバの検出（調査 1） 
第 3章 機械学習によるチカラシバ検出手法の高度化（調査 2） 
第 4章 総合考察 
チカラシバの穂は黒色のため，出穂期の牧草地の UAV 空撮画像でチカラシバを観察すると，他
の植物とは明らかに異なる黒みがかった濃緑色に見えるという特徴がある。これを分類の手がかりと
して，チカラシバの出穂期に 20 m四方の 2つの調査区（プロットAおよびプロットB）を設定し，撮影




56，82 m）の高度から UAVで空撮した画像を用いた。画像内のノイズ除去のために，3 × 3，5 × 5，
2 
 
7 × 7，9 × 9，11 × 11，13 × 13，15 × 15の7種類のサイズのメディアンフィルタを適用し，閾値を
設定してチカラシバを分類した。その後，チカラシバの群落を島ポリゴンに分割して株数を求めた。










 調査 2 では，更なる解析精度の向上を目指し，オブジェクトベースのセグメント分類（object-based 
image analysis = OBIA）と機械学習（Random Forest = RF）による画像分類を組み合わせて，チカラ
シバの分類を行った。この処理に使用した画像の空撮高度は，28，56，82，114 mの 4段階である。 
処理の過程で，RGB と HSV の 2 通りの色空間による画像を作成し分類した。その結果，飛行高
度 28mの画像を HSV変換して処理したものの OBB精度（最高値は 1）は，プロット Aで 0.946であ
り，プロット Bで 0.992 という大変，高精度なものであった。 
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